
市民に認知されている地域の象徴的な景観の特性 

-大分県佐伯市景観計画策定に関する研究その 1- 

7.都市計画－6.景観と都市デザイン

景観計画・景観整備 景観管理 まちなみ  

1 はじめに  

1-1 研究の背景と目的 

現在各地域には様々な地域特有の景観が，自然，歴

史，文化などによって構成されている。また，2004年

には景観を保護するための景観法が施行された。その

後，全国各地でこのような地域特有の景観を保全する

取り組みが行われている。 

大分県佐伯市は，平成17年に旧佐伯市と5町3村が

合併した九州最大の面積の市である。国立国定公園を

有する市域内各地区では特徴的な景観が形成されてい

るが，これらの景観を維持し良好な景観を創造してい

くための景観計画や景観形成基準は定められていない。 

そこで本研究では，これから策定予定の景観計画に

市民の意向を反映すべく，佐伯市を象徴する景観や，

市民が保全したいと考えている景観の特徴を明らかに

する。そして，景観計画における，届出対象行為と関

係する，地域の景観を象徴する景観要素を特定するこ

とを目的とする。 

1-2 研究方法  

 本稿その１では，外来者と市民を対象に実施した，

景観ワークショップの結果をもとに，市民が考える地

域の象徴的な景観を特定する。ワークショップでは外

来者と市民から，「良好な景観」と「課題のある景観」

についての意見を収集した。その結果より，佐伯市の

象徴的な景観とその景観の要素を明らかにする。 

２ 研究対象地  

 佐伯市は，城下町が広がる旧佐伯市を中心とした「街

エリア」と，旧蒲江町，米水津村，鶴見町，上浦町か

らなる南東部海岸地域の「浦エリア」，旧宇目町，弥生

町，直川村，本匠村からなる，南西部山間地域の「里

エリア」に大きく分けて捉えることができる。 

 本研究では，これらの「街・浦・里」の代表的な景

観の保全に関する意見を収集するため，「街エリア」は

城下町地区，「浦エリア」は蒲江地区，「里エリア」は

宇目地区を対象とする。 

3 外来者視点での地域の景観を象徴する要素の特定 

3-1 外来者ワークショップの概要 

外来者ワークショップは，佐伯市以外の市町村在住

の大学生14名を対象に行った。各地区内を1時間程度，

地図を用いながら自由に散策，「良好と感じた景観」と

「課題があると感じた景観」の画像を撮影し，その「場

所」と「理由」を写真ごとに挙げた。 

3-2外来者視点での城下街地区の景観を象徴する要素 

 外来者ワークショップで撮影された画像180枚（城

下町59枚，蒲江50枚，宇目71枚）を，「景観」ごと

に分類した（表2a,3a,4a）。分類結果から，意見が集中
注 1)した景観を，外来者が象徴的と捉えた景観とした

（表2b,3b,4b）。また，その景観が選ばれた理由につい

ても集計した（表2c,3c,4c）。最後に，抽出した象徴的

な景観が写りこんでいる画像から，『景観要素』をすべ

て挙げた（表2c,3c,4c）。 

【城下町地区】では，全画像59枚中，「山際通り」の

画像が 15 枚と最も多く，次いで「船頭町」の画像が

10枚であった（表2 a-①）。このことからこの2つが象

徴的な景観と考えられる（表2 b-①②）。 
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図1 佐伯市地図 

表1 外来者ワークショップ概要表 

日程

場所

参加人数

佐伯市職員に地区の概要について説明を受けた後、それ

ぞれで地区の「良好と感じた景観」と「課題があると感

じた景観」を撮影しその理由を記した。

内容

外来者街歩きワークショップ

概

要

佐伯市　蒲江地区、宇目地区、城下町地区

大学生14名

2018年5月20日(晴)、21日（曇）（各10:00～16:00)
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「山際通り」の選定理由では，「歴史を感じることが

できる」という意見が15件中6件と最も多かった(表

2 c-①)。これは山際通りが「佐伯市歴史的環境保存地

区注2）」に指定されており，一定の景観形成基準がすで

に整備されていることに起因していると考えられる。 

また，「船頭町」の選定理由でも「歴史を感じる通り

である」という意見が10件中6件と最も多かった(表

2 c-②)。これは，船頭町に，古くから残る商店や旅館

が立ち並ぶ通りがあるためだと考えられる。 

これらの象徴的な景観の景観要素を抽出した結果，

「山際通り」の景観要素は『山岳』，『森林』，『街並み』， 

『道路』，『建造物』，『歴史遺物』であった。「船頭町」

については，『建造物』，『道路』，『歴史遺物』，『森林』

であった(表2c-①②)。 

3-3外来者視点での蒲江地区の景観を象徴する要素 

 【蒲江地区】では，全画像51枚中，「山上から見る

集落」の画像が14枚と最も多く，象徴的な景観と考え

られる（表3a,3b-①②）。その他の画像については，票

が分かれ，大きな差が確認できなかった。「山上から見

る集落」の選定理由では「高台から見る入江に広がる

集落が美しい」という意見が14件中8件と最も多かっ

た（表3c-①）。これは蒲江地区が，リアス式海岸によ

る深い入江に形成されていることに起因していると考

えられる。 

また，これらの象徴的な景観の景観要素を抽出した

結果，「山上から見る集落」については，『海』，『港』，

『山岳』『街並み』，『建造物』，『漁業』であった（表

3c-①）。 

3-4外来者視点での宇目地区の景観を象徴する要素 

 【宇目地区】では全画像72枚中，「里山の街並み」

の画像が17枚と最も多く，次いで「唄げんか大橋注２）

と豊かな自然」の画像が 8 枚であった(表 4a-①)。こ

のことから，この2つが象徴的な景観と考えられる（表

4b-①）。 

 「里山の街並み」の選定理由では，「自然に囲まれた

集落が美しい」という意見が14件中9件と最も多かっ

た（表4c-①）。これは宇目地区が林業や農業が盛んな

地域であることに起因していると考えられる。「唄げか

大橋と豊かな自然」の選定理由では「唄げんか大橋と

自然が重なって美しい」という意見が8件中8件であ

った（表4c-②）。 
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これらの象徴的な景観の景観要素を抽出した結果，「自

然に囲まれた集落」の景観要素は，『山岳』，『森林』， 

『河川』，『街並み』，『農業』，『林業』であった（表4c-

②）。「唄げんか大橋と豊かな自然」については『山岳』，

『河川』，『森林』，『工作物』，であった（表4c-①）。 

4 市民視点での地域の景観を象徴する要素の特定    

4－1 市民ワークショップの概要 

市民が考える「良好と感じる景観」，「課題があると

感じる景観」の特徴を把握するため，第1回市民景観

ワークショップ注3）を実施した。 

4－2 市民視点での城下町の景観を象徴する要素 

市民ワークショップで得た意見を，「景観」ごとに分

類した（表 6a,7a,8a）。分類結果から，意見が集中注 1）

した景観を，市民が象徴的と捉えた景観とした（表

6b,7b,8b）。また，その景観への意見についても分類し

た（表6c,7c,8c）。最後に，抽出した象徴的な景観への

意見からわかる『景観要素』をすべてあげた（表

6c,7c,8c）。 

【城下町地区】では，108件中，「城山の風景」に対

する意見が28件と最も多く，次いで「山際通り」に対

する意見が17件であった（表6a-①）。このことから，

この 2 つが象徴的な景観と考えられる（表 6b-①②）。

「城山の風景」に対する意見では「市街地から見る城

山の風景が良い」が 28 件中 9 件と最も多かった（表

6c-①）。「山際通り」に対する意見では，「山際通りの

景観が良い」という意見が17件中6件と最も多かった。

また，「山際通り」における「課題があると感じる」意

見の中では，「空き家の清掃をするべき」，という意見

が 5 件，「白壁の整備を進めるべき」という意見が 3

件であった（表6c-②）。これらの象徴的な景観の景観

要素が出された結果「城山の風景」の景観要素は『山

岳』，『森林』，『街並み』であった（表 6c-①）。「山際

通り」については『街並み』，『建造物』，『森林』，『歴 
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史遺物』であった（表6c-②）。 

4－3 市民視点での蒲江地区の景観を象徴する要素 

【蒲江地区】では，74 件中，「入江に出来た港」に

関する意見が14件と最も多く，蒲江地区の象徴的な景

観と考えられる（表7a-①）（表 7b-①②）。次いで「街

中の路地」，「街中の空き家・空き店舗」「港の漁具・ゴ

ミ」に対する意見が6件であった（表7a-①）。その他

の意見については票が分かれ，大きな差が確認できな

かった。しかし，「街中の空き家・空き店舗」と「港の

漁具・ゴミ」についてはすべての意見が「課題がある

と感じる」意見であった（表7a-①）。 

「入江に出来た港」に対する意見では「入江に出来

た港に漁船が並ぶ風景が良い」という意見が 14件中7

件と最も多かった（表 7c-①）。「街中の空き家・空き

店舗」に対する意見では，「空き家・空き店舗が増えて

いる」という意見が 6件中5件であった。「港の漁具・

ゴミ」に対する意見では，「海岸にゴミが多い」という

意見と「海岸に置かれた漁具を整理してほしい」とい

う意見が 3票ずつであった。蒲江地区の市民は『空き

家・空き店舗』と『漁具・ゴミ』について危機感を持

っており，何らかの対策が必要になると考えられる。 

これらの象徴的な景観の景観要素が出された結果，

「入江に出来た港」については，『山岳』，『海』，『港』，

『街並み』『漁業』であった（表 7c-①）。 

4－4 市民視点での宇目地区の景観を象徴する要素 

 【宇目地区】では69件中，「里山の街並み」に関す

る意見が 11件と最も多かった（表8a-①）。このことか

ら，「里山の街並み」が宇目地区の象徴的な景観と考え

られる（表8b-①②）。 

「里山の街並み」に関する意見では「里山の風景が良

い」という意見が 11件中9件と最も多かった（表 8c-

①）。また，宇目地区では「課題があると感じる」意見

については69件中8件であったが，具体的な意見につ

いては意見が分かれ，大きな差が確認できなかった。 

これらの象徴的な景観の景観要素が出された結果，

「里山の街並み」については『河川』，『山岳』，『街並

み』，『建造物』であった（表8c-①）。 

5 総括  

 本研究では，佐伯市の城下町地区・蒲江地区・宇目

地区において，佐伯市を象徴する景観や市民が保全し

たいと考えている景観を特定した。 

城下町地区では，外来者が考える象徴的な景観は「山

際通り」と「船頭町」であった。また，市民が考える

象徴的な景観は「城山の風景」と「山際通り」であっ

た。「山際通り」は，外来者からも市民からも城下町地

区の象徴的な景観として抽出された。城山については，

外来者から意見が出なかったが，市民からは，最も多

く上がった意見であり，市民にとって城下町地区の景

観において重要だと考えられる。 

蒲江地区では，外来者が考える象徴的な景観は「山

上から見る集落」であった。また，市民が考える象徴

的な景観は「入江に出来た港」であった。蒲江地区で

は，外来者からの意見と市民からの意見は異なるもの

であった。しかし，どちらも入江に集落や港が形成さ

れている景観の骨格に関する意見であった。このため，

蒲江地区の景観においてはこのような骨格を守ること

が重要であると考えられる。 

宇目地区では，外来者が考える象徴的な景観は「里

山の街並み」と「唄げんか大橋と豊かな自然」であっ

た。また，市民が考える象徴的な景観は「里山の街並

み」であった。「自然に囲まれた集落」は外来者からも

市民からも，象徴的な景観として抽出された。これは

宇目地区内の，各集落で盛んな林業や農業に関わる田

畑や，杉林を見ることができるためだと考えられる。

宇目地区の景観においては，このような地域の産業を

守ることが重要であると考えられる。 

今後は，本研究で得られた佐伯市の象徴的な景観を，

整備・保全していくために，届出対象行為や，それを

実現する行為規制の在り方について検討していく。 

【補注】 

注1) 全体の件数の、11％件以下のものについては象徴的な景観と

して抽出しなかった。 

注2) 「佐伯市歴史的環境保存条例 1›」は平成 17年に施行されてい

る。これにより，城山とその麓を固めた給人屋敷及びそれに

連なる徒士の屋敷が「佐伯市歴史的景観保存地区」に指定さ

れ，保護されている。 

注3) 「唄げんか大橋」は北川ダムに架かる橋で，橋のたもとに道の駅

があり，観光の拠点になっている。 

注4) ワークショップでは，市民から出た意見を付箋に記し，地図上に

添付した。また，地図には出た意見をもとに，視点場や景観の範

囲を記入した。 
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